
１　はじめに

　佐賀県では，近年のロールベールラップ（以下

ロールラップ）サイレージ体系の普及に伴い，太

茎で粗剛なトウモロコシやソルガム類といった夏

作長大作物の作付け面積が年々減少しています。

　しかしながら，これらの長大作物は収量性が高

く，特に，夏期の気温が高い西南暖地においては，

夏作作物の収量が年間の飼料生産性に大きく影響

を与えることから，飼料自給率の向上にとって夏

作長大作物は重要な草種であると考えられます。

　そこで当場では，ロールラップ体系に適応する

夏作長大作物の栽培法を検討し，飼料自給率の向

上を図るため，平成９年度からソルガム類のロー

ルラップ適応性試験に取り組んできました。また，

平成１２年度には，ソルガムロールラップサイレー

ジの乳用牛に対する給与試験を行い，ソルガム

ロールラップサイレージの飼料特性について検討

を行ったので，その概要を報告します。

２　ソルガム類のロールラップ適応性試験

　この試験の詳細については，「牧草と園芸」第４７

巻第５号（１９９９）において報告しましたので，こ

こでは概要を紹介し，データについては割愛させ

ていただきます。

１）　草種の選定

　ソルガム類のロールラップ体系に適した草種を

選定するため，スーダングラスのヘイスーダン，

スーダン型ソルガムのウルトラソルゴー，ソル

ゴー型ソルガムの高糖分ソルゴーを供試し，区画

試験を実施しました。その結果，１，２番草の合計

乾物収量が最も多く，高品質サイレージの重要な

ファクターとなる材料草稈汁中の糖度が高い，高

糖分ソルゴーが最も有望であると思われました。

２）　栽培技術の検討

　サイレージの高品質化を図るためには，ロール

梱包の高密度化を図り，嫌気状態で乳酸発酵を促

進させる必要があります。ところが，ソルガム類

は稈茎が太いため，梱包密度が低くなり，乳酸発

酵がうまく進みません。また，粗剛な茎によりロー

ルラップ成形時にラップが破損し，サイレージの

発酵品質が低下することが懸念されます。

　そこで，播種量３水準（標準，２倍，３倍播種

量）と施肥量２水準（標準，２倍施肥量）の試験

区を組み合わせて，稈茎の細茎化，軟弱化を図る

ための栽培法の検討を行いました。その結果，播

種量を増加させると，１番草の主幹稈茎が細くな

り，茎数が増加する傾向が認められました。また，

施肥量を増加させると，１，２番草の合計乾物収量

が優位に増加しますが，増肥により，植物体への

硝酸態窒素の蓄積が認められたことから，施肥量

を決定する際には，播種前の圃場の地力を十分に

把握する必要があります。

　以上のことから，ソルガム類をロールラップ体

系で収穫・調製するための栽培法としては，播種

量を増加することにより，桿茎の細茎化を図る方

法が有効であると思われました。また，フィルム

のラッピングは，３回６層巻き（５０％重複）とし

た方が，気密性が保たれると思われます。
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られた高糖分ソルゴーのロールラップサイレージ

（以下ソルガムサイレージ）と，イタリアンライ

グラスロールラップサイレージ（以下イタリアン

サイレージ）の成分，および発酵品質の分析結果

を表１と表２に示しました。

　作成したソルガムサイレージはイタリアンサイ

レージと比較して，粗たんぱく質含量が低く，Ｄ

ＣＰ（推定値）は劣っていましたが，化学性繊維

であるＮＤＦ，ＡＤＦは多く含まれており，エネ

ルギーの供給，およびルーメンの発酵機能維持を

図るための粗飼料としての飼料価値が高いと考え

られました。

　ソルガムサイレージの発酵品質は，不良発酵時

に生成されるＶＦＡ（揮発性脂肪酸）やＶＢＮ

（揮発性塩基態窒素）の割合が少なかったために，

Ｖ－ＳＣＯＲＥは９３．５点となり，イタリアンサイレー

ジよりも良質な発酵が行われていたことが推察さ

れました。また，良質サイレージの指標とされる

乳酸生成量も多いことが示されました。これは，

高糖分ソルゴーの特徴である「抜群の糖含量の高

さ」に起因するものだと考えられます。

４　ソルガムロールラップサイレージの給与試験

　前述のソルガムサイレージと，イタリアンサイ

レージを乳用牛に給与し，生産性等について比較

調査をしました。試験は，ホルスタイン搾乳牛を

用い，日本飼養標準（乳牛１９９９年版）に基づき養

分要求量を算出し，粗濃比４０：６０，ＴＤＮの充足

率を１１０％に設定して，１期１４日間１群２頭の反転

法で分離給与方式により実施し，乾物摂取量，産

乳成績，血液性状について調査しました。

１）　乾物摂取量

　ソルガムサイレージ給与区における乾物摂取量

は，イタリアンサイレージ給与区と比較すると，

若干劣っていました（表３）。これは，ソルガムサ

イレージの水分が高かったためと推察されまし

た。

　今回の給与試験では，ソルガムの茎部分の残飼

を抑えるために，給与するサイレージをカッター

で５�程度に切断して給与したために（写真１），

部位選択的な採食は認められませんでしたが，

ロールカッターにより２０～３０�程度にまでしか切

断せずに給与すると，たとえ栽培法の工夫により

細茎化を図っても，ソルガムの長い茎の嗜好性は

悪く，茎部が選択的に残されることが観察されま

す（写真２）。

　ソルガムサイレージをロールカッターにより２０

�程度に切断して給与した予備調査では，給与し

たソルガムサイレージのうち，約２５％が残飼とし

て残されることが明らかになりました。この残飼

のほとんどが栄養成分の高い茎部であることか

ら，ソルガムサイレージ給与は，やはり，カッター

写真１　ソルガムの細切サイレージ

表１　サイレージの成分分析結果 　 （水分以外はＤＭ％）

ＴＤＮＤＣＰＣＡＮＤＦＡＤＦＣＦＮＦＥＥＥＣＰ水分サイレージ

５２．５
５２．５

３．０
６．９

 ６．２
１２．９

６１．７
５５．７

３８．８
３３．６

３１．４
３１．２

５２．４
４０．９

２．１
３．０

 ７．９
１１．９

７５．５
６０．４

ソルガム
イタリアン

表２　サイレージの品質

Ｖ－ＳＣＯＲＥ
ＶＢＮ／ＴＮ
（％）

乳酸
（％）

ｐＨ
水分
（％）

サイレージ

９３．５

８２．２

０．９４

０．２５

１．７９

０．８５

４．５

５．０

７５．５

６０．４

ソルガム

イタリアン

表３　乾物摂取量および産乳成績

イタリアン給与区ソルガム給与区

２６．６２４．９乾物摂取量 （�／日）

２９．８３０．８乳量 （�／日）

３．６５

３．２０

４．５５

８．７５

３．５１

３．１７

４．５３

８．６９

乳脂率 （％）

乳たんぱく質率 （％）

乳糖率 （％）

無脂固形分率 （％）
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で切断して嗜好性を高めることで茎の残飼を抑

え，摂取量を増加させる工夫が必要であると思わ

れます。

２）　産乳性

　ソルガムサイレージ給与区とイタリアンサイ

レージ給与区における乳量および乳質に，ほとん

ど差は認められませんでした（表３）。前述のとお

り，ソルガムサイレージ給与区における乾物摂取

量はイタリアンサイレージ給与区と比較して劣っ

ていましたが，産乳に必要なＴＤＮ量は充足して

いたために，産乳成績には影響を与えなかったた

めと考えられます。

　つまり，ソルガムサイレージを主体に乳牛を飼

養する場合にも，濃厚飼料を適正に補充し，産乳

に必要なエネルギー量を充足した飼料メニューを

給与すれば，イタリアンサイレージ給与時と同等

の生産性が得られることが示されました。

３）　血液性状

　ソルガムサイレージ給与区とイタリアンサイ

レージ給与区における血液性状に，ほとんど差は

認められませんでした。また，その検査結果より，

両区とも適正な養分摂取，代謝が行われているこ

とが示されました。（表４）

５　まとめ

　ソルガム類をロールラップ体系で収穫・調製す

る際に，播種量を増量し，桿茎の細茎化，軟弱化

を図ると，高品質サイレージを容易に調製するこ

とができます。特にソルガム類の中で糖含量が抜

群に高い高糖分ソルゴーを利用すると，多収を得

ることができるうえ，サイレージ調製時の養分損

失が少なく，良質サイレージが得られました。ま

た，このソルガムサイレージを乳牛に給与したと

ころ，イタリアンサイレージと同等の乳生産性が

得られることが認められました。

　ただし，乳牛の養分要求量を充足させるために

は，適切な濃厚飼料を補充し，さらに，摂取量や

消化率を高めるために，短く切断して給与するこ

とが有効と思われます。

６　おわりに

　ソルガムにはトウモロコシのような大型子実が

ないため，栄養価が低く，十分な乳量や乳質が得

られないというイメージがありますが，安価な濃

厚飼料を補って穀物比率を高めることで，様々な

ステージの搾乳牛に必要なエネルギーを充足させ

ることができます。

　また，ソルガムは，再生草の利用が可能である

ため，トウモロコシと比較すると十分な収量が期

待でます。

　さらに，今回報告しました播種量を増加させる

栽培法により，茎の細茎化，軟弱化が図られ，ロー

ルラップ体系に適応させることもできます。粗剛

性，物理性に富み，乳牛の第一胃の恒常性を正常

に保つという粗飼料の重要な役割を考えると，ソ

ルガムサイレージは利用価値の高い自給粗飼料だ

といえます。

　以上のような特性が生かされ，ソルガムの生産・

利用拡大を通して畜産経営の安定化が図られれば

幸いです。

写真２　ソルガムの長切サイレージ

表４　血液性状検査結果

イタリアン給与区ソルガム給与区

 ６３．７

１７４．０

 １３．０

　８．０

　３．９

 １０．３

 ６５．９

１６８．６

 １５．９

　７．６

　３．９

 １０．３

血糖 （�／�）

総コレステロール （�／�）

ＢＵＮ （�／�）

総たんぱく （ｇ／�）

アルブミン （ｇ／�）

カルシウム （�／�）


